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校の運営に女性が携わった例は獲めて稀で，他には光州実業学校の奥村五百子   
稲 葉 継 雄  88  
がいるくらいのものである。（韓商学堂堂主薬師寺知院の夫人や達城学校の大  
石シマも，広い意味では日詰学校教師であるが，彼女らは，日詰学校に併設さ  


























に尽力したこと，また，彼女の教育熱心と韓語の巧みさとが源兵学校の発展に   



















人の日語学校は，因縁浅からざるものがあったことがわかる。   
次に源興学校の財政をみると，1902年夏当時の状況は次のとおりである。  
（濁点は原文のまま，以下同じ）   







ここにあるように，源興学校の収入源として大きな比重を占めていたのは，   






シア抑留へとつながる。   























みることもできる。   
上述したような手立てによって財政の安定が図られる中，源興学校ほ，元山  
の地域社会に次第に根を降ろしていった。1902年11月16日の第4回進級証書授  
与式の模様を伝えた「元山通信」ほ，「全体に年と共に発達するは拘に嬉はし   
源興学校について  
き事なるが特に本年の如きは是迄になき父兄の来校者多く渠等に漸く日語学校  


























というものである。   
その後「源興学校問題」は，近藤淑子の学校引払い，後任校長の就任（以上  
1904年10月8日まで），生徒の新規募集（10月19日）とその失敗，近藤夫妻の  
ポスト再確保（10月29日以前）という経過をたどって一件落着した。以下，そ   



























は，この直前の12月12日の時点で「既二工事モ出来上リシヲ以テ不日移転開業   
源興学校について  93  
式ヲ執行スル筈」であったから，日本公使が土地の貸与を要求したのが源興学  




























生団体の如きもの在て存するの結果にして韓国に在ては稀有の事と云ふペし   
































ろうことを考えると，「源興学校問題」以後生徒数が大幅に増えた可能性は少   
源兵学校忙ついて  95  
ない。したがって源輿学校の生徒数は，家塾発足当初の20～30名から最大70余  





























に御座候（21）   































生活指導に従事したということができよう。   
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れていたわけである。   
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